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極限海象下において安全かつ環境に優しい船舶海洋構造物の追求

本研究ユニットは以下の２テーマで構成される。

（１） 「海洋大型浮体構造物の安全性と稼働性能研究」では、世界第6位の排他的経済水域をもつ
我が国において、海洋における資源、エネルギーを開発するために必須の構造物である浮体
式大型構造物の安全性と稼働性能に関する研究を実施している。

（２） 「船舶運航における省エネ性能と安全性の研究」では、地球温暖化対策として国際海事機関
( I M O )が定めた船舶の新しい省エネ性能基準に対応した省エネ性能を追求するとともにこれ
によって出力の減少した船舶の荒天時安全性能を運航と構造強度の面から総合的に研究し
ている。

以上の研究を実施するため学内のトップ研究者が、海外連携大学であるブラジル・サンパウロ大学
および中国・上海交通大学の著名研究者あるいは国内産業界と連携して研究を推進している。

FLNG（浮体式天然ガス生産設備）からシャトル
タンカーへの液化天然ガス移送

船舶に設置する省エネ付加物の周りの流れ解析
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